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『恩納村の戦跡めぐり』『恩納村の戦跡めぐり』

『サンゴ礁が育んだ恩納村の暮らし展』開催中

　４月から新しく博物館で文化財の担当になりました井上奈々で
す。出身地は山梨県で、沖縄で暮らして今年で13年目になります。
大学では考古学を専攻していました。村民の皆様の大切な文化財
を守りつつ、より良いサービスを提供できるように一生懸命努め
て参りますので、どうぞ宜しくお願いします。

　4月27日より、『サンゴ礁が育んだ恩納村の暮らし展』を開催しています。昨年、サンゴの村宣言を記念
して同展示会を行いましたが、今年もサンゴ礁が育んだ海とサンゴ礁と関わる恩納村の暮らしの歴史をご紹
介します。郷土を知る機会となりますよう、多くの村民の皆様のご来館をお待ちしております。

『サンゴ礁が育んだ恩納村の暮らし展』開催中

お問い合わせ　恩納村博物館　☎982－5112　※月曜日は休館日です。

赤橋

ギナン原のトーチカ

　恩納村にも戦争の記憶が刻まれている戦争遺跡が残されていま
す。沖縄戦から74年目の夏、村教育委員会文化係の文化財担当
者と村史編さん係が共催で、恩納村の戦跡めぐりを以下の内容で
実施します。多くの方々のご参加をお待ちしております。
日　時　6月22日（土）13：00～ 17：00
集　合　博物館駐車場
コース　博物館駐車場→コージガマ→博物館企画展見学
　　　　→赤橋→ギナン原のトーチカ→博物館駐車場（解散）
定　員　35人
応　募　5月28日から受付（定員になり次第締め切ります） 
　　　　　★小学生以下は保護者同伴でお願いします。
保険料　150円程度（当日別途いただきます）
服　装　ガマに入るので、汚れてもかまわない長袖
　　　　長ズボン、靴（長靴）、軍手、帽子

恩納村の文化財 61
文化係：井上

おどりぶぎょう たまぐすくちょうくん

志願者と一緒に舞台上で即興組踊を披露
する嘉数道彦さん（右）

「波平大主道行口説」を披露する恩納区
大城勝太さん

「猿引の場」を披露する南恩納区の桐野
龍さん、山内啓聖君、石川一紀さん、小
川時和さん

組踊の披露後のインタビューの様子

学芸員のはなし 62
学芸員：後藤

恩納村博物館サンセットコンサート恩納村博物館サンセットコンサート
　3月30日、恩納村博物館サンセットコンサート「伝統組踊と
恩納村に伝わる組踊」を開催しました。サンセットコンサート
はロケーションの良い博物館の展示ホールを活用し、皆様に優
れた音楽や芸能に触れていただく機会を提供することを目的に
毎年開催しています。
　沖縄の伝統芸能「組踊」は、1719年に首里城内にて当時、
踊奉行であった玉城朝薫によって創作、上演されたとされてい
ます。今年は組踊初上演から、ちょうど300年の節目の年とい
うことで、サンセットコンサートでは、恩納村内で継承されて
いるムラの組踊と劇場などで演じられている伝統組踊の同じ場
面を上演し、その違いについて紹介しました。
　当日は今後組踊を鑑賞するきっかけとなるよう、冒頭に国立
劇場おきなわで芸術監督を務めている嘉数道彦さんに組踊の楽
しみ方を解説していただきました。その後に会場の中から１名
の希望者を募り、一緒に「即興組踊」を披露していただき、組
踊の様式や観賞のポイントなどを紹介していただきました。ユ
ーモア溢れる舞台となり、会場は終始笑い声に包まれ、来場者
にとっては組踊について楽しく学ぶ機会となったようでした。
　後半は「忠臣身替」から抜粋した「波平大主道行口説」を恩
納区と伝統組踊の演者に披露していただき、続いて、「花売の縁」
から抜粋した「猿引の場」を南恩納区と伝統組踊の演者に披露
していただきました。どの組踊においても継承されてきた経緯
の違いなどにより、セリフや振り付けの違いなどはありますが、
披露後の演者へのインタビューなどをとおして、それぞれの良
さを再確認する場となりました。
　会場で実施したアンケートでも概ね好評をいただいたサンセ
ットコンサートですが、今後も恩納村博物館ならではの多様な
企画を実施していきたいと思っていますので、次回も是非ご来
場ください。
　最後になりましたが、この場をお借りして今回のサンセット
コンサートを成功させるにあたり、出演していただいた皆様と
多大なご協力をいただいた恩納区・南恩納区、関係者の皆さま
に感謝申し上げます。

自 己 紹 介


